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仕
事
で
一
息
つ
い
た
と
き

飲
む
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
、
そ

の
香
り
と
味
わ
い
深
い
苦
み

が
気
持
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
。
コ
ー
ヒ
ー
が
苦
い
の
は

カ
フ
ェ
イ
ン
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
込
ん

で
い
た
が
そ
う
で
は
な
い
ら

し
い
。
苦
み
の
大
部
分
は
コ

ー
ヒ
ー
に
含
ま
れ
て
い
る
酸

や
糖
や
ア
ミ
ノ
酸
が
焙
煎
に

よ
っ
て
化
学
反
応
を
起
こ
し

て
生
ず
る
も
の
で
カ
フ
ェ
イ

ン
自
体
は
苦
み
成
分
の
10
％

に
過
ぎ
な
い
。
焙
煎
の
深
さ

と
苦
み
は
比
例
関
係
に
あ
る

◆
コ
ー
ヒ
ー
の
味
わ
い
は
酸

味
→
甘
味
（
苦
味
）
→
渋

み
（
苦
味
）
と
い
う
順
番
に

抽
出
さ
れ
、
甘
味
を
伴
っ
た

良
い
苦
み
を
美
味
し
い
と
感

じ
る
の
で
、
い
れ
方
も
苦
み

に
関
係
す
る
微
妙
な
飲
み
物

だ
。
コ
ー
ヒ
ー
に
は
ク
ロ
ロ

ゲ
ン
酸
と
い
う
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
を
含
ん
で
お
り
、
血
液

を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
て
心
臓
病

や
脳
卒
中
、
癌
の
予
防
に
も

効
果
が
あ
る
。
カ
フ
ェ
イ
ン

に
は
覚
睡
作
用
や
利
尿
作
用

が
あ
る
が
、
最
近
の
研
究
で

は
脳
機
能
を
向
上
さ
せ
認
知

症
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る

と
い
う
。
１
日
に
３
〜
４
杯

の
コ
ー
ヒ
ー
は
体
に
良
い
よ

う
だ
◆
コ
ー
ヒ
ー
豆
は
コ
ー

ヒ
ー
チ
ェ
リ
ー
と
い
う
果
実

の
種
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
だ

が
、
先
日
岐
阜
の
富
有
柿
の

産
地
で
今
ま
で
捨
て
て
い
た

柿
の
種
を
焙
煎
し
て
柿
の
実

コ
ー
ヒ
ー
を
商
品
化
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
の
よ
う
な
ほ

の
か
な
酸
味
が
後
味
に
感
じ

ら
れ
る
通
好
み
の
味
だ
と
い

う
。  

Ｙ
Ｔ
（
21
・
７
・
６
）

　

前
提
と
な
る
21
年
の
世
界

経
済
見
通
し
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
は
、

世
界
全
体
で
は
６
・
０
％
と

Ｖ
字
回
復
す
る
も
の
の
、
日

本
は
３
・
３
％
と
欧
米
諸
国

と
比
較
し
て
抑
え
ら
れ
て
い

る
。

　

特
に
個
人
消
費
が
２
９
０

兆
５
３
８
０
億
円
（
前
年
度

比
３
・
１
％
増
）
に
と
ど
ま

り
、
19
年
度
よ
り
３
・
０
％

少
な
い
。
失
業
者
が
５
月
時

点
で
１
５
０
万
人
と
、
実
質

５
％
に
達
し
て
い
る
試
算
が

あ
る
一
方
、
強
制
貯
蓄
で
１

〜
３
月
の
資
産
残
高
は
前
年

同
期
よ
り
30
兆
円
増
え
て
お

り
、「
財
政
支
出
の
拡
大
に

歯
止
め
を
か
け
た
い
向
き
も

あ
る
が
、
緊
急
事
態
下
に
あ

る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
財
政

よ
り
も
景
気
を
優
先
し
た
運

営
を
政
府
に
求
め
た
い
」（
佐

藤
信
洋
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
）
と
述
べ
て
い
る
。

　

な
お
、原
油
輸
入
価
格（
Ｃ

Ｉ
Ｆ
）
は
１
バーレル
70
・
３
㌦
と

想
定
、
20
年
度
よ
り
６
割
高

い
。
軽
油
価
格
に
即
反
映
は

し
な
い
が
、
相
当
高
く
な
る

見
込
み
だ
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
内
貨
物

輸
送
量
は
消
費
関
連
貨
物
は

日
用
品
を
中
心
に
１
割
超
の

増
加
、
生
産
関
連
貨
物
も
機

械
、
半
導
体
、
自
動
車
な
ど

を
中
心
に
高
い
伸
び
が
期
待

で
き
る
が
、
19
年
度
の
水
準

に
は
程
遠
い
。

　

輸
送
機
関
別
に
は
、
営
業

用
自
動
車
は
19
年
度
水
準
近

く
に
回
復
す
る
が
、
軽
油
の

高
騰
が
懸
念
さ
れ
る
。
内
航

海
運
は
８
年
ぶ
り
の
増
加
、

国
内
航
空
は
４
月
は
２
ケ
タ

増
と
戻
っ
て
き
て
は
い
る

が
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
１
日

遅
く
て
も
良
い
と
い
っ
た
見

方
も
出
て
お
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
み
て
い
る
。

　

国
際
貨
物
輸
送
量
の
動
向

は
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
の
輸
出

は
ア
ジ
ア
、
米
国
を
中
心
に

好
調
で
機
械
類
が
持
ち
直

す
。
た
だ
、
空
コ
ン
テ
ナ
・

船
腹
不
足
が
続
い
て
お
り
、

正
常
化
は
１
〜
３
月
と
み
て

い
る
。
輸
入
は
内
需
の
伸
び

が
緩
慢
な
状
況
が
続
く
。

　

国
際
航
空
は
、
20
年
度
下

期
に
急
回
復
を
み
せ
、
21
年

度
も
半
導
体
や
自
動
車
が
押

し
上
げ
、
コ
ン
テ
ナ
不
足
の

特
需
も
続
く
と
し
て
い
る
。

　

ゆ
う
パ
ッ
ク
17
・
１
％
減

　

ゆ
う
メ
ー
ル
１
・
８
％
増

５
月
の
郵
便
小
包

　

日
本
郵
便
が
取
り
扱
っ
た

２
０
２
１
年
５
月
期
の
引
受

郵
便
小
包
数
は
、
ゆ
う
パ
ッ

ク
８
０
０
７
万
５
０
０
０
個

（
前
年
同
月
比
17
・
１
％
減
）、

う
ち
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト
３
６
３

８
万
個
（
同
26
・
７
％
減
）、

ゆ
う
メ
ー
ル
２
億
４
６
０
５

万
１
０
０
０
個
（
同
１
・
８

％
増
）、
合
計
で
３
億
２
６

１
２
万
５
０
０
０
個（
同
３
・

６
％
減
）
だ
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
は
６
月
28

日
、
今
年
度
第
１
回
「
運
行

管
理
高
度
化
検
討
会
」
を
開

き
、Ｉ
Ｔ
点
呼
（
遠
隔
点
呼
）

の
国
交
省
に
よ
る
評
価
開
始

決
定
や
自
動
点
呼
の
実
証
実

験
内
容
検
討
、
運
行
指
示
者

の
一
元
化
の
課
題
整
理
状
況

に
つ
い
て
共
有
な
ど
を
議
論

し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
点
呼
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
高
度
な
点
呼
機
器

を
使
用
し
た
実
証
実
験
第
１

弾
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
ボ

ル
テ
ッ
ク
ス
セ
イ
グ
ン
や
三

菱
電
機
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
な
ど
ト
ラ
ッ

ク
、
高
速
バ
ス
、
乗
合
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
７
事
業
者
が

参
加
。

　

想
定
さ
れ
る
課
題
と
し
て

「
点
呼
可
能
範
囲
に
関
す
る

検
討
」「
運
行
管
理
者
の
な

り
す
ま
し
の
防
止
」「
交
替

運
転
者
に
関
す
る
判
断
」「
運

転
者
の
な
り
す
ま
し
の
防

止
」「
健
康
状
態
の
確
認
方

法
の
検
討
」
な
ど
16
項
目
を

挙
げ
検
討
。
運
転
者
の
な
り

す
ま
し
の
防
止
で
は
、
点
呼

実
施
予
定
の
運
転
者
が
別
の

運
転
者
の
乗
務
員
証
を
提
示

あ
る
い
は
氏
名
を
名
乗
っ
た

場
合
、
点
呼
予
定
の
な
い
運

転
者
が
点
呼
簿
に
記
載
の
運

転
者
の
乗
務
員
証
を
提
示
し

名
乗
っ
た
場
合
、
と
も
に
運

行
管
理
者
が
気
付
き
指
摘
で

き
た
。

　

制
度
化
に
向
け
て
点
呼
機

器
な
ど
の
要
件
を
検
討
す
る

た
め
、
参
加
事
業
者
か
ら
提

案
さ
れ
た
自
主
評
価
と
、
国

交
省
に
よ
る
評
価
を
実
施
す

る
。
第
１
弾
の
評
価
結
果
を

も
と
に
、
９
月
末
を
め
ど
に

中
間
と
り
ま
と
め
を
行
う
。

10
月
以
降
も
第
２
弾
参
加
事

業
者
を
加
え
て
同
様
の
評
価

を
行
う
。

　

自
動
点
呼
に
つ
い
て
は
、

９
月
か
ら
乗
務
後
点
呼
実
験

を
開
始
し
、
点
呼
支
援
機
器

と
し
て
使
用
す
る
ナ
ブ
ア
シ

ス
ト
社
の
Ｔ
ｅ
ｎ
ｋ
ｏ　

ｄ

ｅ　

Ｕ
ｎ
ｉ
ｂ
ｏ
の
確
認
方

法
を
基
準
に
、
点
呼
項
目
ご

と
に
よ
り
厳
し
く
す
べ
き
性

能
、
緩
め
て
よ
い
性
能
な
ど

を
明
確
化
し
、「
想
定
さ
れ

る
機
器
要
件
案
」
を
精
査
し

て
い
く
。

　

来
年
３
月
ま
で
に
点
呼
支

援
機
器
に
か
か
る
認
定
制
度

案
を
ま
と
め
、
次
年
度
内
に

実
施
予
定
。

　

運
行
指
示
者
の
一
元
化
に

つ
い
て
は
、
９
月
ま
で
に
課

題
を
調
査
し
、
10
月
か
ら
課

題
に
対
応
す
る
た
め
の
条
件

に
つ
い
て
実
証
し
、
３
月
ま

で
に
制
度
化
最
終
案
を
ま
と

め
る
。

　

想
定
さ
れ
る
課
題
と
し
て

は
、「
対
象
と
す
る
運
行
形

態
の
検
討
」「
営
業
所
に
求

め
ら
れ
る
要
件
の
検
討
」
な

ど
13
項
目
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
今
年
度
の
累

計（
２
０
２
１
年
４
〜
５
月
）

は
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
１
億
６
０

７
４
万
７
０
０
０
個
（
前
年

同
期
比
15
・
５
％
減
）、
う

ち
ゆ
う
パ
ケ
ッ
ト
７
３
３
５

万
１
０
０
０
個
（
同
24
・
１

％
減
）、
ゆ
う
メ
ー
ル
５
億

９
６
０
万
２
０
０
０
個
（
同

５
・
２
％
増
）、
合
計
で
は

６
億
７
０
３
４
万
９
０
０
０

個
（
同
０
・
６
％
減
）
と
な

っ
た
。

　

物
流
Ｄ
Ｘ
・
標
準

　

化
表
彰
な
ど
新
設

グ
リ
ー
ン
物
流
優

良
事
業
者
を
募
集

　

国
土
交
通
省
、
経
済
産
業

省
、
日
本
物
流
団
体
連
合
会

お
よ
び
日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
シ
ス
テ
ム
協
会
は
、
令
和

３
年
度
グ
リ
ー
ン
物
流
優
良

事
業
者
の
募
集
を
１
日
か
ら

開
始
し
た
。
募
集
期
間
は
８

月
27
日
。

　

両
省
大
臣
表
彰
、
国
土
交

通
省
公
共
交
通
・
物
流
審
議

官
表
彰
、経
済
産
業
省
商
務
・

サ
ー
ビ
ス
審
議
官
表
彰
、
グ

リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
会
議
特
別
賞
に
加
え
、

今
回
か
ら
物
流
Ｄ
Ｘ
・
標
準

化
表
彰
、
物
流
構
造
改
革
表

彰
を
新
設
し
た
。

　

新
総
合
物
流
施
策
大
綱
の

柱
で
あ
る
物
流
Ｄ
Ｘ
や
標
準

化
の
推
進
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
徹
底
し
た

最
適
化
や
、
労
働
力
不
足
対

策
の
推
進
と
物
流
構
造
改
革

の
推
進
に
則
っ
た
取
り
組
み

を
行
っ
た
事
業
者
を
表
彰
す

る
。

　

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
従

来
の
労
働
環
境
の
改
善
、
商

習
慣
の
見
直
し
、
地
域
な
ど

の
価
値
向
上
、
新
規
技
術
の

活
用
な
ど
の
視
点
も
踏
ま
え

評
価
す
る
。

　

12
月
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
で
表
彰
式

と
取
り
組
み
内
容
の
紹
介
が

行
わ
れ
る
。

　

日
野
自
動
車
は
２
日
、
６

月
24
日
付
で
新
社
長
に
就
任

し
た
小
木
曽
聡
氏
の
記
者
会

見
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

た
。

　

小
木
曽
氏
は
１
９
８
３
年

に
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
入
社
、

設
計
部
門
に
配
属
さ
れ
、
10

年
後
に
は
製
品
企
画
部
門
で

活
躍
、
２
０
１
８
年
か
ら
３

年
間
Ｃ
Ｖ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ

ｙ　

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

を
努
め
た
。
そ
の
後
商
用
車

関
係
に
関
わ
り
、
今
年
２
月

に
日
野
自
動
車
顧
問
に
就
任

し
て
い
た
。

　

同
社
は
来
年
、
創
業
80
年

を
迎
え
る
。小
木
曽
氏
は「
先

人
か
ら
志
の
こ
も
っ
た
タ
ス

キ
を
受
け
取
る
責
任
の
重
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い

る
」
と
し
て
、
日
野
自
動
車

で
大
切
に
し
た
い
２
つ
の
こ

と
を
話
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
顧
客
、
社
会

の
役
に
立
つ
こ
と
を
す
べ
て

の
起
点
と
す
る
こ
と
。
ビ
ジ

ネ
ス
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
時
は
特
に
そ
の
視
点
が
重

要
と
す
る
。「
単
に
技
術
を

振
り
回
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
。
商
用
車
は
顧
客
か
ら

必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
。

　

２
つ
目
は
、
変
革
の
時
こ

そ
「
人
づ
く
り
」。
変
革
・

ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
時

こ
そ
、
現
実
に
謙
虚
に
向
き

合
い
、
現
地
現
物
で
考
え
判

断
・
行
動
し
て
い
く
チ
ー
ム

が
必
要
、
と
い
う
。

　
「
私
自
身
も
、
現
場
近
く

で
仲
間
と
汗
を
か
き
、
当
事

者
意
識
で
行
動
で
き
る
『
人

づ
く
り
』
を
す
る
」
と
述
べ

た
。

◇　

◇　

◇

　

小
木
曽
聡
（
お
ぎ
そ　

さ

と
し
）
氏
、
１
９
６
１
年
１

月
５
日
生
ま
れ
、
東
京
都
出

身
。
83
年
東
京
工
業
大
学
工

学
部
機
械
工
学
科
卒
。
同
年

４
月
ト
ヨ
タ
自
動
車
入
社
、

２
０
１
３
年
常
務
役
員
製
品

企
画
本
部
副
本
部
長
、
18
年

専
務
役
員
、
Ｃ
Ｖ　

Ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ａ
ｎ
ｙ　

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ

ｅ
ｎ
ｔ
、
21
年
２
月
日
野
自

動
車
顧
問
、
６
月
社
長
。
健

康
の
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
が

趣
味
。

　

日
通
総
合
研
究
所
は
、
３
月
に
公
表
し
た
２
０
２
１
年
度
の
経
済
と
貨
物
輸
送
の

見
通
し
を
改
訂
し
た
。
国
内
貨
物
輸
送
量
は
、
２
０
２
０
年
度
が
想
定
よ
り
大
き
な

落
ち
込
み
（
６
・
３
％
減
）
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
21
年
度
は
再
上
方
修
正
し
た
も
の

の
、
19
年
度
比
で
は
３
・
０
％
減
と
力
強
さ
に
か
け
る
と
し
て
い
る
。

新
社
長
に
小
木
曽
氏

変
革
の
時
こ
そ「
人
づ
く
り
」を

日野自動車

年
度
内
に
制
度
化
案

Ｉ
Ｔ
点
呼
の
な
り
す
ま
し
防
止

運行管理高
度化検討会

小木曽 聡 社長


